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問�

　
「
羽
ば
た
く
！
遠
野
ス

タ
イ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
算
」

と
位
置
付
け
、
総
額
１
７

７
億
９
千
万
円
で
編
成
す

る
一
般
会
計
予
算
、
２
万

８
千
人
市
民
の
負
託
に
ど

の
よ
う
に
答
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
２
年
目

に
向
け
、
二
つ
の
優
先
方

針
の
「
産
業
振
興
・
雇
用

対
策
」
と
「
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
」
を
共
通
優

先
課
題
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
か
。

答�

　
「
産
業
振
興
・
雇
用
対

策
」
で
は
、
農
畜
産
業
の

振
興
の
中
で
、
重
点
品
目

作
物
推
進
の
継
続
を
図

り
、
昨
年
、
初
め
て
台
湾

で
の
物
産
展
を
開
催
し
て

販
路
開
拓
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
更

な
る
拡
大
に
向
け
て
行
き

た
い
。
六
次
産
業
化
推
進

で
は
、東
北
銀
行
と
の「
地

方
創
生
の
連
携
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
無
利

子
無
担
保
・
無
保
証
の
金

融
商
品
に
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
「
少
子
化
対
策
・
子
育

て
支
援
」
で
は
、
学
力
向

上
対
策
の
中
で
数
学
に
加

え
、
新
た
に
英
語
の
学
力

向
上
に
も
取
り
組
み
学
習

支
援
の
充
実
を
図
る
。
新

規
事
業
と
し
て
、「
と
お

の
ス
タ
イ
ル
結
婚
応
援
事

業
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域

住
民
、
事
業
者
、
地
区
セ

ン
タ
ー
と
市
が
連
携
協
働

し
人
材
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
、
そ
し
て
、

出
会
い
の
創
出
を
図
っ
て

い
く
。

問�

　
「
人
づ
く
り
」「
健
康
づ

く
り
」「
地
域
づ
く
り
」

の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

も
と
、
遠
野
市
の
将
来
像

で
あ
る
「
永
遠
の
日
本
の

ふ
る
さ
と
遠
野
」
の
実
現

に
向
け
、
力
強
く
歩
み
始

め
る
年
と
し
た
い
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
の
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
事
業
は
。

答�

　

平
成
30
年
東
北
自
動
車

道
釜
石
秋
田
線
の
全
線
開

通
と
国
道
３
４
０
号
立
丸

峠
ト
ン
ネ
ル
化
完
了
を
見

据
え
、
遠
野
東
工
業
団
地

の
拡
張
と
、
遠
野
風
の
丘

の
機
能
充
実
に
取
り
組

む
、
更
に
こ
の
秋
に
供
用

開
始
の
市
役
所
本
庁
舎
等

を
拠
点
に
歩
道
の
融
雪
化

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問�

　

第
2
次
遠
野
市
総
合
計

画
か
ら
特
徴
的
事
業
は
、

特
に
も
新
規
事
業
の
「
広

域
連
携
の
推
進
」
で
、
連

携
先
は
、
花
巻
市
と
明
記

さ
れ
て
い
る
が
。

答�
　

県
の
連
携
事
業
で
花
巻

市
と
の
連
携
に
よ
り
、
補

助
制
度
を
創
設
し
景
観
維

持
や
安
全
対
策
等
の
推
進

を
掲
げ
て
い
く
。

遠
野
市
長
施
政
方
針
演
述
か
ら

見
え
て
く
る
も
の
は

菊池 巳喜男  議員
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一問一答方式

問�
　

新
生
児
聴
覚
検
査
（
新

生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
）
に
つ
い
て
、
市
長
の

認
識
を
伺
う
。

答�

　

出
産
し
た
医
療
機
関
で

生
後
3
日
前
後
に
実
施
す

る
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、

先
天
性
の
聴
覚
障
が
い
を

早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

聴
覚
補
助
や
言
語
発
達
の

た
め
の
療
育
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
の
、
極
め
て
重

要
な
検
査
で
あ
る
。
療
育

支
援
の
早
期
開
始
に
よ

り
、
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
社
会
性
な
ど

の
良
好
な
発
達
が
見
込
ま

れ
る
。

問�

　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
医

療
保
険
適
用
外
の
た
め
自

費
診
療
と
な
る
。
費
用
の

負
担
が
検
査
実
施
の
枷

（
か
せ
）と
な
っ
て
い
る
の

で
は
。
国
か
ら
市
町
村
に

対
し
て
地
方
交
付
税
措
置

も
な
さ
れ
て
い
る
。
費
用

の
一
部
助
成
で
は
な
く
全

額
を
補
助
す
る
考
え
は
。

答�
　

公
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
市
町
村
は
全
国
的
に

も
少
な
く
、
岩
手
県
内
で

は
例
が
な
い
。
検
査
費
用

の
金
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
り
か
な
り
の
差
が
あ
る

た
め
、
市
民
が
利
用
し
て

い
る
出
産
医
療
機
関
の
検

査
件
数
・
費
用
を
勘
案
し
、

助
成
額
の
上
限
を
５
千
円

と
し
た
。
平
成
27
年
度
の

本
市
に
お
け
る
聴
覚
検
査

未
実
施
の
新
生
児
は
一

割
。
公
費
助
成
を
行
う
こ

と
で
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
全
て
の

新
生
児
が
検
査
を
受
け
る

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問�

　

要
支
援
児
童
及
び
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
多
面
的

な
支
援
が
、
遅
滞
な
く
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答�

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に

は
医
療
に
つ
な
ぎ
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
取
得
、
補

聴
器
購
入
補
助
な
ど
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
現

在
、聴
覚
障
が
い
に
よ
り
、

３
人
の
児
童
生
徒
が
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
手
帳

の
取
得
に
至
ら
な
い
軽
中

等
度
の
障
が
い
の
場
合
で

も
、
こ
の
３
年
間
で
２
人

に
対
し
て
補
聴
器
購
入
を

補
助
し
て
い
る
。
平
成
28

年
度
に
は
「
き
こ
え
の
教

室
」
を
設
置
し
、
児
童
１

人
を
受
け
入
れ
、
個
別
の

指
導
や
配
慮
を
す
る
と
と

も
に
、
健
常
児
と
一
緒
に

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
要
支
援
児
や

そ
の
保
護
者
が
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
関

係
機
関
の
連
携
を
継
続
す

る
。

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

県
内
に
先
駆
け
、

新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
を
助
成

一問一答方式

その他の質問

◦�受動喫煙防止対策につ
いて

新生児聴覚スクリーニングは、数分程度で簡単に終わります。
痛みはもちろん、赤ちゃんへの負担は一切ありません。

その他の質問

◦�地域おこし協力隊による
事業推進状況について

平成30年開通に向け工事が進む釜石自動車道（鍋倉トンネル付近）

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


